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そのシミュレーション結果、「正しく」「楽しく」可視化しませんか。 

瀬尾拡史 

株式会社サイアメント 

［アブストラクト］ 

HPCを活用して得られたシミュレーションデータは、そのままでは大量の数値の羅列であ

り、何らかの形で可視化を行う必要がある。数値データを「正しく」忠実に可視化しながら

も、同時に「楽しく」可視化することで、異なる専門分野の研究者や非研究者の目に触れや

すくなる。 

それは単に広報としての価値だけにとどまらず、新たな共同研究のきっかけや、或いは「わ

かりやすい」可視化によって、これまで気づかなかった新たな示唆へと繋がり得る。 

本講演では、心臓シミュレータ UT-Heartのシミュレーションをどのように「正しく」「楽

しく」可視化したのか、具体的な説明・解説を行う。 

［キーワード］ 

可視化、ビジュアリゼーション、UT-Heart、3DCG、医療 

１．はじめに 

HPCI戦略プログラム 分野 1「予測する生命科学・医療および創薬基盤」の研究成果の 1つ

に、心臓シミュレータ UT-Heartがある。有限要素法などを用いてコンピュータシミュレー

ションにより心臓の動きを再現する研究である。 

筆者は、シミュレーションそのものには関与しておらず、シミュレーション結果の数値デー

タの可視化を担当した。 

具体的には、UT-Heartの研究成果を、心臓の「楽しさ」及び UT-Heartが既に実臨床にも

応用され始めていることを伝えられるような約 5分間の 3DCG映像コンテンツとしてまと

めた他(1)、心臓の動きをどの方向からもユーザーが自由に確認出来るようなリアルタイム

ビューアーを試作した。 

可視化映像は、2015年のコンピュータグラフィックスの国際学会 SIGGRAPHにて、部門

世界一である BEST VISUALIZATION OR SIMULATIONを受賞した(2)。 

 

２．ストーリーの流れ 

映像制作においては、「一筆書き」のストーリーとなるように意識すると良い。映像である

からにはナレーションに対応する画面が必須となるが、そもそもの内容が簡単ではない場

合、可能な限り画面遷移が忙しくならないようにすることがポイントである。 

UT-Heart 可視化映像においては、「心臓の全体像→心臓表面での説明→心臓断面での説明

→細胞 1つ（四面体要素 1つ）での説明→細胞内の説明」と、一筆書きで少しずつ小さな世

界へ向かうようにすることで、画面がマクロの世界とミクロの世界を何度も行き来したり、
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忙しくあちこちにカメラが動いたりすることを防いでいる。学術論文ではまずアブストラ

クトで概要を述べ、そのあとで各論に入るのが通例だが、映像制作では必ずしも最初に「ま

とめ」を示すことが最善とは限らない。目の前に映し出される画面がどのように切り替わっ

ていくのかを最優先に考える必要がある。 

 

３．可視化に向けた技術課題の解決 

わかりやすい可視化のためには、得られた数値データを全てそのまま用いるのではなく、可

視化用にデータを間引いたり、さらなる計算が必要になることも少なくない。 

UT-Heart可視化映像においては、心臓の断面と内部構造とを同時に見せつつ、且つ心臓断

面上でのスカラー値（ATP 消費量など）をカラーマッピング表示させる必要があった。心

臓は内部構造に大きな特徴があり、外面の状態だけを見せても心臓の仕組みを理解するこ

とは出来ず、また、心臓断面上においても外側と内側とで ATP 消費量に差があることが、

UT-Heartの研究成果の 1つとして重要だったためである。 

ハリウッド映画制作などで用いられる商用の 3DCG ソフトウェアでは、メッシュの頂点数

やポリゴンの貼り方が途中で変化してしまうと扱いが極めて難しくなるという難点がある。 

単純に断面を表示するだけでなく、断面上の ATP消費量も時系列データを基にカラーアニ

メーションをさせる必要があったため、メッシュの頂点数などのトポロジーが変化するこ

となく断面を表示させる工夫が必要となった。 

そのため、時刻 0 において心臓をある平面で完全に切断し、時刻 1以降は、時刻 0 での切

断によって新たに生成された頂点を補間で動かすことにより、断面そのものが動くような

アルゴリズムを考案・実装した。 

 

 

 

1mm, 2mmの精度での正確性を求める場合には、補間方法が妥当かどうかの検証などもも
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ちろん必要となるが、可視化映像用としては十分であり、且つ、断面がどう動いているのか

は心エコーでは通常はわからないため（心エコーでは断面を作る平面位置が常に固定され、

心臓がその平面を横切っている）、おそらくこれまでに可視化されたことのない手法で心臓

断面の可視化を行うことが出来、研究素材としても新たな可視化方法として使用できる可

能性を含んでいる。 

 

４．おわりに 

以上、可視化映像制作でのポイントを 2点解説したが、講演ではさらに細かい点や、リアル

タイムビューアー制作時のポイントなども述べる他、時間が許せば他の可視化プロジェク

トの紹介(3)も行う。 

 

［参考 URL］ 

(1) マルチスケール・マルチフィジックス心臓シミュレータ UT-Heart 

 https://www.youtube.com/watch?v=tBdFv28EEq0 

(2) SIGGRAPH 2015 Announces Awards Recipients of 42nd Annual Computer 

Animation Festival 

 http://s2015.siggraph.org/media/siggraph-2015-announces-awards-recipients-

42nd-annual-computer-animation-festival 

(3) 核内混み合い環境でのヌクレオソーム、クロマチンの機能発現機構 

 https://www.youtube.com/watch?v=v2s0vtvqmKc 

 


